
魚から広がる宇宙魚から広がる宇宙魚から広がる宇宙魚から広がる宇宙魚から広がる宇宙
世代を越えて宇宙環境の影響を調べます

最長90日間の宇宙実験ができる
３世代の継代飼育を行うことによって、地上の重力を経験したことのない宇宙水棲生物が誕生します。
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魚から広がる宇宙魚から広がる宇宙 水棲生物実験装置

ゼブラフィッシュ

宇宙での交尾の様子

宇宙で誕生した子メダカ

メダカ

自動的に
餌を投入

水漏れしない

空気を保持

国際宇宙ステーション用の装置開発を目指して

なぜ魚が宇宙に行くのか

軌道上で長期飼育を行う

宇宙で魚を飼うために
■完全閉鎖系システム

■自動給餌

■空気をキープ

■水漏れ防止


